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国土の脆弱さを思い知った2011年3月11日。その日を境に、世の中の考え方は大きく変わった。
万一に備え、耐震化やＢＣＰを充実させることはもちろん、

常時の備えとなる防災・減災対策の重要性が強く再認識された。
発災から今日まで、総合建設業各社はその社会ニーズに確実に応えるべく、

「経済性」「事業継続性」「即効性」を兼ね備えた技術開発に着手し、実用化を進めている。
今号では、防災・減災の視点から、総合建設業の最新技術・事例を紹介する。

写真：高橋よしてる／アフロ

震災への対応 防災への取り組み
【第3回】
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「ポストヘッドバー工法」とは、
既存鉄筋コンクリート構造物に
削孔を行い、この孔内に、鉄筋
の両側に定着プレートを摩擦圧
接した後施工プレート定着型せ
ん断補強鉄筋“ポストヘッドバ
ー”を定着する工法で、部材の
せん断耐力を向上させることに
より耐震補強を行う工法である。

免震レトロフィット工法は、建
物の下層の構造物を切断したの
ち免震装置を挿入し復旧すると
いう一連の工程を、建物を利用
しながら免震化する工法である。
平成11年に鉄建建設が、“本社
ビル”へ導入したのが最初の事
例。容易に建替えが出来ない大
型施設や重要文化財などの安
心・安全を守る技術である。

ポストヘッドバー工法
とは？

免震レトロフィット工法
とは？

　
「
ポ
ス
ト
ヘ
ッ
ド
バ
ー
工
法
」
は
、
地
中
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
構
造
物
な
ど
、
背
面
の
地
盤
の
存
在
に
よ
り
、

従
来
技
術
で
は
地
震
時
の
せ
ん
断
補
強
を
行
う
こ
と
が

難
し
か
っ
た
構
造
物
に
対
す
る
効
果
的
な
耐
震
補
強
工

法
で
あ
る
。
本
工
法
を
適
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
従
来

の
鋼
板
巻
き
立
て
工
法
や
コ
ン
ク
リ
ー
ト
増
打
工
法
と

は
異
な
り
、
曲
げ
耐
力
は
そ
の
ま
ま
に
、
せ
ん
断
耐
力

を
向
上
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
、
補
強
に
よ
り
壁

や
柱
の
厚
さ
が
増
大
す
る
こ
と
も
な
い
。
ポ
ス
ト
ヘ
ッ

ド
バ
ー
工
法
に
よ
り
補
強
し
た
構
造
物
は
、
せ
ん
断
破

壊
を
防
止
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
大
地
震
に
対
し
て
も

粘
り
強
い
構
造
物
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
結
果
、

補
強
対
象
構
造
物
が
一
九
九
五
年
阪
神
・
淡
路
大
震
災

や
二
〇
一
一
年
東
日
本
大
震
災
を
起
こ
し
た
よ
う
な
大

き
な
地
震
動
を
受
け
て
も
、
構
造
物
に
と
っ
て
重
大
な

被
害
と
な
る
崩
壊
を
防
ぐ
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

　

東
日
本
大
震
災
で
多
く
の
建
物
が
被
害
に
あ
っ
た
が
、

鉄
建
本
社
ビ
ル
は
ゆ
っ
く
り
と
揺
れ
は
す
る
も
の
の
書

棚
や
パ
ソ
コ
ン
が
転
倒
す
る
こ
と
も
な
か
っ
た
た
め
、

冷
静
に
状
況
を
判
断
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
た
め

す
ぐ
対
策
本
部
を
立
ち
上
げ
、
情
報
収
集
と
被
災
し
た

建
物
や
鉄
道
の
応
急
復
旧
工
事
に
着
手
す
る
こ
と
が
で

き
た
。
こ
れ
も
鉄
建
本
社
ビ
ル
を
免
震
レ
ト
ロ
フ
ィ
ッ

ト
化
す
る
こ
と
で
、
安
全
が
確
保
さ
れ
て
い
た
た
め
と

れ
た
行
動
で
あ
る
。

　

三
月
十
一
日
の
地
震
観
測
記
録
を
基
に
、
本
社
ビ
ル

を
耐
震
構
造
と
し
た
場
合
の
解
析
結
果
と
、
免
震
構
造

観
測
結
果
を
比
較
す
る
と
、
免
震
装
置
は
地
震
の
加
速

度
を
三
分
の
一
〜
四
分
の
一
に
低
減
す
る
結
果
が
得
ら

れ
優
れ
た
免
震
効
果
が
確
認
さ
れ
た
。
今
後
も
安
心
し

て
ユ
ー
ザ
ー
に
提
供
で
き
る
技
術
と
ノ
ウ
ハ
ウ
を
蓄
積

し
、
都
市
を
守
り
続
け
て
い
く
。

土
木
構
造
物
に
対
し
て

大
地
震
に
よ
る
せ
ん
断
破
壊
を
防
ぐ

震
度
七
の
地
震
の
ゆ
れ
を

震
度
五
ま
で
軽
減
さ
せ
る
都
市
を
守
る
技
術

地 下 構 造 物免 震

耐震構造（解析値）
免震構造（観測値）

応答加速度（gal)
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ポストヘッドバー定着状況免震装置設置後建物パース本社ビル各階の応答加速度の比較 専用ドリルによる削孔状況設置された免震装置

ポストヘッドバー工法免震レトロフィット工法
地中RC構造物のせん断補強
効果的に耐震力アップさせる

既存施設を利用しながら
構造を“免震化”する

大成建設株式会社鉄建建設株式会社

ポストヘッドバー®

摩擦圧接による接合

最新の耐震化補強工法最新の耐震化補強工法
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30秒後

制震力

ボールネジ

ボールナット

回転錘

（地震の揺れ）

発生が懸念される巨大地震に
対応できる超高層ビルの制震改
修構法として、シミズハイブリ
ッド集中制震システムを開発。
地震による建物の揺れを回転運
動に変換して吸収する新しい回
転式制震ダンパー DYNAMIC 
SCREWにより、従来の1/3程
度の制震装置の台数で同等以上
の制震効果を発揮する。

東日本大震災では天井や設備機
器などの非構造部材の落下によ
る被害が多発した。鹿島では、
天井や設備機器落下を実物大で
再現する実験を行い、そのメカ
ニズムを究明し、得られた知見
から安全性の向上とともに企業
の事業継続いわゆるBCP対策
に向けた非構造部材の耐震性向
上の留意点をまとめた。

超高層ビルの
制震改修構法とは？

非構造部材の
耐震対策とは？

　

本
シ
ス
テ
ム
の
核
と
な
る
回
転
式
制
震
ダ
ン
パ
ー
・

DYNAM
IC SCREW

は
、
ビ
ル
の
水
平
方
向
の
揺
れ
を
錘

の
回
転
運
動
に
変
換
す
る
こ
と
で
、
質
量
効
果
に
よ
り

自
重
の
数
千
倍
の
錘
を
採
用
し
た
装
置
と
同
等
の
制
震

効
果
を
発
揮
す
る
。
高
さ
二
〇
〇
㍍
程
度
の
鉄
骨
造
超

高
層
ビ
ル
に
、
従
来
型
の
制
震
改
修
（
建
物
の
過
半
階

に
制
震
装
置
を
五
〇
〇
台
程
度
配
置
）
と
本
シ
ス
テ
ム

（DYNAM
IC SCREW

を
一
五
〇
台
程
度
配
置
）
に
よ
る

制
震
改
修
を
施
し
た
場
合
の
比
較
で
は
、
建
物
頂
部
の

揺
れ
幅
の
低
減
効
果
が
従
来
型
で
は
制
震
改
修
前
の

一
五
％
程
度
に
留
ま
っ
た
の
に
対
し
、
本
シ
ス
テ
ム
で
は

四
四
％
に
達
し
た
。ま
た
、超
高
層
ビ
ル
特
有
の
長
く
続

く
後
揺
れ
の
継
続
時
間
は
、本
シ
ス
テ
ム
で
は
制
震
改
修

前
の
八
分
の
一
、従
来
型
改
修
の
二
分
の
一
と
な
っ
た
。本

シ
ス
テ
ム
は
制
震
装
置
の
必
要
台
数
が
少
な
い
こ
と
か

ら
、改
修
コ
ス
ト
と
工
期
を
削
減
で
き
る
う
え
、新
築
建

物
の
長
周
期
地
震
動
対
策
と
し
て
も
威
力
を
発
揮
す
る
。

　

鹿
島
は
、
保
有
す
る
高
性
能
三
次
元
振
動
台

（W
-D
ECK

ER

）
を
用
い
て
、
東
日
本
大
震
災
の
観
測

記
録
に
基
づ
く
実
在
波
か
ら
低
層
鉄
骨
造
建
物
の
最
上

階
の
応
答
波
を
求
め
、
通
常
の
天
井
と
耐
震
対
策
を
施

し
た
天
井
を
加
振
し
、
落
下
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
究
明
や
耐

震
対
策
の
効
果
な
ど
を
確
認
し
た
。
実
験
か
ら
、
天
井

段
差
や
吊
長
さ
の
差
異
に
よ
り
そ
の
周
辺
の
下
地
金
物

の
破
損
、
そ
れ
に
よ
り
他
部
位
へ
の
負
担
増
か
ら
脱
落
、

ま
た
一
部
脱
落
に
よ
り
残
存
天
井
の
揺
れ
の
増
幅
、
壁

へ
の
衝
撃
な
ど
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
究
明
。
ま
た
ブ
レ
ー

ス
な
ど
で
補
強
し
た
耐
震
対
策
の
天
井
も
、
そ
の
効
果

確
認
と
と
も
に
問
題
点
を
究
明
し
、
こ
れ
ま
で
曖
昧
で

あ
っ
た
補
強
部
分
の
設
計
や
施
工
要
領
を
明
確
に
し
、

安
全
性
に
つ
い
て
よ
り
確
証
を
得
た
内
容
を
顧
客
に
提

案
で
き
る
よ
う
に
し
た
。

超
高
層
ビ
ル
の
揺
れ
を
四
四
％
低
減

補
強
部
分
の
設
計
を
明
確
化

制 震二 次 部 材

従来の制震 シミズハイブリッド集中制震システム

改修範囲

従来の制震装置に比べ1/3〜1/2の台数で同等以上
の耐震性能を確保（左：従来の制震、右：シミズハ
イブリッド集中制御システム）

シミズハイブリッド
集中制震システム

非構造部材の耐震対策

錘の回転運動で揺れを吸収する
新しい制震ダンパー

実証実験により検証された
安全な設計仕様や施工要領

清水建設株式会社

鹿島建設株式会社

高性能三次元振動台（W-DECKER）による実証実験 設備機器吊りボルト破断の様子

回転式制震ダンパー DYNAMIC SCREW

最新の耐震化補強実証実験 最新の制震改修システム
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液状化対策の最新工法

Geo-KONG工法（静的締固め
工法）は、砕石、再生砕石、砂
などを静的に圧入して地盤の密
度を増大させ、液状化を防止す
る工法である。振動・騒音が小
さく、市街地で経済的に液状化
対策に適用でき、東日本大震災
では、浦安市などでも効果を実
証した。

Geo-KONG工法
とは？

　

従
来
の
地
盤
締
固
め
工
法
は
、
起
振
機
を
用
い
て
地

盤
中
に
砂
杭
（
ま
た
は
砕
石
杭
）
を
強
制
的
に
造
成
す

る
こ
と
に
よ
り
、
軟
弱
地
盤
の
強
度
増
加
を
図
る
が
、

施
工
時
の
振
動
や
騒
音
が
大
き
い
こ
と
が
課
題
だ
っ
た
。

　

鴻
池
組
は
、
市
街
地
や
既
設
構
造
物
の
近
傍
に
お
け

る
液
状
化
対
策
工
法
と
し
て
、
静
的
締
固
め
工
法

（Geo-K
O
N
G

工
法
）
を
開
発
し
て
い
る
。
本
工
法
は
、

二
重
管
ケ
ー
シ
ン
グ
を
用
い
、
内
管
を
上
下
動
さ
せ
る

こ
と
で
材
料
を
突
き
固
め
な
が
ら
地
中
に
圧
入
し
、
地

盤
を
締
固
め
る
地
盤
改
良
工
法
で
あ
る
。

　

ま
た
、
圧
入
材
料
と
し
て
コ
ン
ク
リ
ー
ト
廃
材
、
ス

ラ
グ
等
の
リ
サ
イ
ク
ル
材
を
用
い
て
も
、
砂
等
の
天
然

材
と
同
等
の
改
良
効
果
を
確
認
し
て
お
り
、
環
境
に
も

優
し
い
工
法
で
あ
る
。
東
日
本
大
震
災
で
は
、
浦
安
市

な
ど
の
施
工
エ
リ
ア
で
も
液
状
化
は
発
生
せ
ず
、
そ
の

効
果
が
実
証
さ
れ
て
い
る
。

リ
サ
イ
ク
ル
材
で
も
同
じ
効
果

リサイクル 材

Geo-KONG工法の締固めメカニズム

Geo-KONG工法 近接施工事例 Geo-KONG工法 機械全景

Geo-KONG工法
経済的に液状化対策できる

環境に優しい静的締固め工法
株式会社鴻池組

「江東区庁舎耐震補強工事」に
おいて、工事中でも通常通りの
業務を行うことが可能な「中間
階免震改修工法」と、液状化対
策「コンパクト・ジオラティス
工法」を同時に実施することに
よって、合理性を追求した改修
を実現。

中間階免震改修工法、
コンパクト・
ジオラティス工法とは？

既
存
建
物
の
地
震
対
策
に
有
効

  同 時 施 工

江東区庁舎耐震改修

　

本
工
事
で
は
、
主
に
駐
車
場
に
な
っ
て
い
る
一
階
部

分
の
柱
上
部
に
免
震
装
置
を
設
置
す
る
こ
と
で
、
地
震

時
の
建
物
の
揺
れ
を
大
幅
に
低
減
す
る
。
免
震
化
工
事

で
は
、
免
震
装
置
に
プ
レ
ス
ト
レ
ス
を
与
え
て
強
固
に

固
定
し
、
装
置
の
設
置
を
個
々
に
完
了
で
き
る
工
法
と

し
た
。
工
区
を
分
け
て
順
次
施
工
で
き
る
た
め
、
通
常

は
大
部
分
が
使
用
で
き
な
く
な
る
免
震
階
で
も
建
物
機

能
を
残
し
な
が
ら
の
施
工
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
軟
弱
地
盤
に
対
応
す
る
た
め
、
免
震
化
工
事

と
同
時
に
建
物
直
下
の
地
中
に
格
子
状
の
壁
を
構
築
す

る
こ
と
で
地
盤
を
改
良
す
る
液
状
化
対
策
工
事
も
実
施

し
て
い
る
。
こ
の
技
術
で
は
高
さ
二
㍍
程
度
の
小
型
掘

削
機
を
採
用
し
、
既
存
建
物
内
か
ら
の
施
工
が
可
能
と

な
っ
て
い
る
。
改
良
体
の
配
置
で
は
、
多
数
の
実
績
が

あ
る
「
T
O
F
T
工
法
」
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
し
た
。

（プレストレス導入）

低床式
ボーリングマシン

低床式
ボーリングマシン

固化材・圧縮空気固化材・圧縮空気

高圧噴射高圧噴射

GL▼GL▼

天井▲天井▲

GL-3mGL-3m

地中に
コンクリート
壁を構築

地中に
コンクリート
壁を構築

GL-12mGL-12m

建物内での液状化対策イメージ 免震化工事の流れ

中間階免震改修工法
コンパクト・ジオラティス工法

居ながらにして免震改修と
液状化対策を同時に実施

株式会社竹中工務店

耐震化補強

液状化対策

内管φ500㎜

ストロークストローク

ケーシング先端の機構ケーシング先端の機構

オーガ装置オーガ装置

締固め装置締固め装置

外管

外管外管

内管内管
材料材料

φ550㎜

φ550㎜φ550㎜

φ700㎜φ700㎜
標準標準

20
0
㎜

10
0
㎜

30
0
㎜

最新の耐震化補強工法液状化対策の最新工法
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マルチジェット工法は自由形状
と大口径改良を特徴とする新し
い高圧噴射撹拌工法である。2
つの特徴を生かした合理的な改
良で従来工法に比べてコストダ
ウンを実現した。これまで沿岸
施設の液状化対策を中心に多数
の施工実績を挙げており、東日
本大震災においても地盤の改良
効果が実証されている。

マルチジェット工法
とは？

　

東
日
本
大
震
災
で
は
、
沿
岸
地
域
の
埋
立
地
盤
を
中

心
に
大
規
模
な
液
状
化
現
象
が
発
生
し
、
現
在
、
特
に

既
設
宅
地
の
液
状
化
対
策
が
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

地
盤
の
液
状
化
対
策
工
法
の
ひ
と
つ
と
し
て
は
、
狭
隘

な
箇
所
で
も
施
工
可
能
な
高
圧
噴
射
攪
拌
工
法
に
よ
る

格
子
状
改
良
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
従
来
の
技
術
で
は
コ

ス
ト
面
や
改
良
効
果
な
ど
に
お
い
て
多
く
の
課
題
を
残

し
て
い
る
。

　

こ
れ
に
対
し
、
自
由
形
状
・
大
口
径
改
良
が
可
能
な

マ
ル
チ
ジ
ェ
ッ
ト
工
法
は
、
こ
れ
ら
の
課
題
を
解
決
で

き
る
工
法
と
し
て
着
目
さ
れ
て
お
り
、
本
工
法
を
用
い

て
既
設
宅
地
用
の
液
状
化
対
策
工
事
に
適
用
す
る
研
究

を
進
め
て
い
る
。
同
研
究
は
『
平
成
二
十
三
年
度
建
設

技
術
開
発
助
成
制
度
（
国
土
交
通
省
）』
及
び
『
平
成

二
十
四
年
度
浦
安
市
実
証
実
験
』
に
採
択
さ
れ
お
り
、

既
設
宅
地
の
液
状
化
対
策
工
事
に
お
い
て
平
成
二
十
五

年
か
ら
の
実
用
化
を
目
指
し
て
い
る
。

既
設
宅
地
の
液
状
化
対
策
に
適
用
へ

高 圧 噴 射 撹 拌

大口径改良の様子

多様な形状に適応

マルチジェット施工
マシンによる気中水
噴射状況

マルチジェット工法
自由形状と大口径改良による

高圧噴射撹拌工法で液状化対策
前田建設工業株式会社

DEPP工法は、地盤中にプラス
チック製ドレーン材を配置し、
地震時に液状化の原因となる過
剰間隙水圧を効果的に消散させ
液状化を防ぐ工法である。港湾
施設を中心に重要な施設の耐震
機能の強化のため、広く採用さ
れている。

DEPP工法とは？

　

D
E
P
P
工
法
は
静
的
圧
入
方
式
の
打
設
機
を
用

い
て
ド
レ
ー
ン
を
地
盤
に
挿
入
す
る
た
め
振
動
・
騒

音
・
地
盤
変
位
が
少
な
く
既
設
構
造
物
周
辺
で
の
施
工

に
適
し
て
い
る
。
二
〇
一
一
年
三
月
十
一
日
の
東
北
地

方
太
平
洋
沖
地
震
で
は
、
東
京
や
千
葉
な
ど
の
埋
立
地

で
液
状
化
に
よ
る
被
害
が
生
じ
た
が
、
本
工
法
が
施
工

さ
れ
た
東
京
港
一
五
号
地
木
材
埠
頭
で
は
液
状
化
被
害

を
免
れ
て
い
る
。

　

写
真
は
、
地
震
後
の
状
況
で
あ
る
。
中
央
の
グ
レ
ー

チ
ン
グ
は
改
良
と
未
改
良
の
境
界
で
あ
る
が
、
未
改
良

地
域
で
は
液
状
化
被
害
を
受
け
て
い
る
の
に
対
し
改
良

地
域
で
は
無
被
害
で
あ
り
変
形
を
生
じ
て
い
な
い
。

　

こ
れ
ま
で
八
〇
件
を
超
え
る
施
設
で
施
工
さ
れ
、
ド

レ
ー
ン
の
総
延
長
が
三
〇
〇
万
㍍
を
超
え
る
D
E
P
P

工
法
は
、
過
去
の
地
震
に
お
い
て
重
要
施
設
の
液
状
化

被
害
を
未
然
に
防
い
で
き
て
お
り
、
東
北
地
方
太
平
洋

沖
地
震
で
も
、
そ
の
効
果
が
実
証
さ
れ
た
と
い
え
る
。

東
日
本
大
震
災
時
に
改
良
効
果
発
揮

プラスチック製ドレーン材

地震時に、過剰間隙水
圧を消散させることに
よって液状化を防止 地震後の木材埠頭の状況（左：未改良域、右：DEPP工法による改良域）

DEPP工法
ドレーンによる最も安価で確実な

既存岸壁の液状化対策
五洋建設株式会社

液状化対策の最新工法 液状化対策の最新工法
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材 料

地震計によって地震時の応
答を監視し、そのデータを
コンピュータが自動分析及
び解析することで、地震に
よって建物が損傷していな
いかどうかを判定して表示
する。大地震時に建物を継
続して使用できるかどうか
の即時判断に役立てる。

コンクリートの使用材料として、
これまで使用されなかった「海
水」や「未洗浄の海砂」を用い、
強度や緻密度が向上したコンク
リートを開発した。品質向上の
他に、資源の有効利用と地産地
消の材料使用により、環境負荷
低減、建設コスト低減に大きく
寄与できる。

建物構造損傷度
警報システムとは？

海水練り・
海砂コンクリートとは？

　

建
物
が
大
き
な
揺
れ
を
受
け
た
際
、
そ
の
建
物
の
躯

体
が
損
傷
し
て
い
る
か
ど
う
か
を
判
断
す
る
こ
と
は
難

し
い
。
状
況
が
わ
か
ら
な
い
ま
ま
被
災
し
た
建
物
を
使

い
続
け
る
こ
と
は
危
険
で
あ
る
。

　

従
来
、
大
地
震
の
際
に
は
建
築
技
術
者
が
建
物
の
状

態
を
確
認
し
、
そ
の
建
物
が
健
全
か
ど
う
か
を
判
定
し

て
い
た
。
地
震
観
測
に
よ
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
で
は
、
建

物
の
健
全
性
を
自
動
で
評
価
し
、
い
ち
早
く
利
用
者
に

情
報
を
提
供
す
る
こ
と
で
、
建
物
を
継
続
し
て
使
用
で

き
る
か
ど
う
か
を
即
時
に
判
断
で
き
る
と
と
も
に
、
建

物
利
用
者
に
安
全
で
あ
る
の
か
、
ま
た
は
避
難
を
す
べ

き
か
ど
う
か
の
情
報
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
適
切
に
出
す
こ
と

に
よ
り
、
安
全
・
安
心
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

今
回
紹
介
し
た
事
例
は
、
裾
野
市
役
所
本
庁
舎
に
適

用
し
た
も
の
で
、
平
成
二
十
四
年
一
月
か
ら
運
用
を
開

始
し
て
い
る
。
現
在
ま
で
に
数
度
の
地
震
が
観
測
さ
れ
、

建
物
構
造
損
傷
度
警
報
シ
ス
テ
ム
が
有
効
に
機
能
し

て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

　

東
日
本
大
震
災
に
よ
っ
て
発
生
し
た
膨
大
な
が
れ
き

に
は
、
大
量
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
塊
が
含
ま
れ
て
い
る
。

通
常
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
塊
は
、
破
砕
し
て
再
生
骨
材
と

し
て
利
用
で
き
る
が
、
津
波
で
海
水
を
被
っ
た
コ
ン
ク

リ
ー
ト
塊
に
は
多
量
の
塩
分
が
付
着
し
て
お
り
、
鉄
筋

腐
食
に
よ
る
劣
化
が
問
題
と
な
る
。
海
水
練
り
・
海
砂

コ
ン
ク
リ
ー
ト
は
、
特
殊
な
混
和
剤
や
防
食
鉄
筋
を
使

用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
塩
分
が
付
着
し
た
コ
ン
ク
リ

ー
ト
塊
を
骨
材
と
し
て
使
用
し
て
も
、
高
い
耐
久
性
を

確
保
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
通
常
の
粗
骨
材
を

用
い
た
場
合
、
海
水
や
未
洗
浄
の
海
砂
を
用
い
る
こ
と

に
よ
り
、
透
水
係
数
が
七
〇
分
の
一
に
低
減
し
、
初
期

の
強
度
が
二
倍
程
度
増
大
す
る
な
ど
の
効
果
が
あ
る
た

め
、
緻
密
で
高
品
質
な
構
造
物
の
建
設
が
可
能
に
な
る

と
と
も
に
、
急
速
施
工
も
実
現
で
き
る
。

自
動
で
評
価
、素
早
く
情
報
提
供

高
い
耐
久
性
に
よ
り
、

防
災
・
減
災
効
果
を
発
揮

調 査

建築技術者
PC

インターネット

モニタリング
制御PC

震度・安全
情報表示モニタ

ルータ

地震計

遠隔地からインターネットを
介して地震計にアクセスし、 
データを回収・詳細分析できる 

PCで振動データを分析して、
モニタに自動的に表示する 

振動データを 
リアルタイムで
PCへ送信 

地震計

地震計

測定ブロック図

裾野市役所本庁舎海水練り・海砂コンクリートを用いたモデル試験体

建物構造損傷度警報システム海水練り・海砂コンクリート
常識覆したコンクリートで

強度、緻密度を向上
株式会社大林組

建物の健全性を監視し、
安全・安心を利用者へ提供

戸田建設株式会社

透水試験による水の浸透深さ
（左：普通のコンクリート（真水使用）、右：海水練り・海砂コンクリート）

透水係数 1/70

最新の調査技術最新の研究開発
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電力対策特別委員会の方針
ACe建設業界では3号に渡り、

現在もなお現場で対応を続けている総合建設業各社の取り組みを時間軸で追ってきた。
4月号では、「すぐのACTION！」と題し、震災直後の応急復旧が、多くの困難のなかで果たされた状況を聞いた。

深刻な被害を受けたライフラインや、海上輸送路の一日も早い復旧に向けて、
現地も応援部隊の人 も々大きな使命感をもって立ち向かっていた。後方支援の重要性も浮かび上がった。

5月号では、「その後のACTION！」と題し、復旧から本格的な復興を目指す活動を追った。
市民を勇気づける空港の復活、一方、かつてない規模のがれき処理に、

ものづくりの建設業が強い想いで臨んでいる。
その締めくくりとして6月号では、「未来へのACTION！」と題し、

この国で災害と向き合い暮らすために日々 進化を続ける各社の技術を取り上げた。

　3.11の東日本大震災発生以降、日建連が会員
各社の力を結集して、応急復旧活動をはじめ、様々
な活動を展開してきたことは本誌でも紹介してきたとこ
ろであるが、東日本大震災で被災した地域の復旧・
復興への取り組みは、重要性がさらに増している。
　日建連では、一層の活動強化を図るべく、復旧・
復興と電力対策の2つの特別委員会を3月の理事会

で設置しており、前号では、復旧・復興対策特別
委員会に設置された復旧・復興部会の茅野部会長
と災害廃棄物部会の井手部会長に部会の役割や今
後の活動方針を明らかにして頂いた。今号では、電
力対策特別委員会に設置された除染部会と電力部
会について、台部会長、水口部会長にこれからの
両部会の活動内容を中心にお話しを伺った。

　

福
島
第
一
原
発
事
故
に
伴
う
除
染
事
業
は
、
除
染
モ
デ
ル

実
証
事
業
、
先
行
除
染
か
ら
広
域
に
わ
た
る
本
格
除
染
へ
の

段
階
に
移
行
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

被
災
さ
れ
た
方
々
が
一
日
も
早
く
元
の
生
活
に
戻
れ
る
よ

う
に
、
官
民
一
体
と
な
り
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
対
応
す
る

こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
事
業
は
わ
が
国
に
お
い
て
は
も
ち
ろ
ん
初
め

て
の
こ
と
で
、
今
後
除
染
事
業
を
進
め
る
に
当
た
り
、
適
切

な
除
染
技
術
と
は
何
か
、
事
業
費
を
ど
う
積
算
す
る
の
か
、

入
札
制
度
は
ど
う
あ
る
べ
き
な
の
か
、
発
注
者
と
請
負
者
と

の
責
務
は
ど
う
あ
る
べ
き
な
の
か
、
ま
た
作
業
員
の
確
保
や

健
康
管
理
の
問
題
な
ど
課
題
は
山
積
し
て
い
ま
す
。

　

我
々
に
と
っ
て
も
ま
さ
に
手
探
り
の
状
態
で
あ
る
な
か
、

除
染
事
業
を
一
刻
も
早
く
軌
道
に
乗
せ
る
べ
く
、
環
境
省
を

は
じ
め
と
す
る
関
係
機
関
と
の
連
携
に
は
特
に
意
を
配
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

特
に
所
管
官
庁
で
あ
る
環
境
省
と
は
随
時
意
見
交
換
等
を

行
い
な
が
ら
、
諸
課
題
等
に
つ
い
て
、
お
互
い
が
共
通
の
認

識
を
持
つ
よ
う
に
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
、
会
員
各
社
が
こ
の
諸
課
題
を
共
有
し
、

対
応
策
を
検
討
し
な
が
ら
、
必
要
に
応
じ
て
国
や
地
方
自
治

体
な
ど
の
関
係
機
関
に
要
請
・
提
言
等
を
行
っ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
約
三
割
は
原
子
力
に
依
存
し
て
い

ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
、
先
日
、
日
本
の
発
電
用
原
子
炉
が

す
べ
て
停
止
し
ま
し
た
。
こ
の
ま
ま
で
は
日
本
の
産
業
は
空

洞
化
し
て
い
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
特
に
製
造
業
は
安
定
的
な

電
力
の
供
給
が
な
い
と
こ
ろ
で
の
生
産
活
動
は
あ
り
え
ま
せ

ん
。
こ
れ
は
、
大
げ
さ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
い
ず
れ
は
国

力
の
低
下
を
招
く
事
態
だ
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　

原
子
力
を
使
用
す
る
の
か
、
化
石
燃
料
に
よ
る
発
電
を
行

う
の
か
、
さ
ら
に
は
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
す
る
の
か
、

こ
れ
ら
は
国
と
し
て
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
問
題
で
す
が
、

建
設
業
界
は
様
々
な
電
力
施
設
の
建
設
に
関
す
る
実
績
、
知

見
、
技
術
等
を
蓄
積
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
ダ
ム
に
よ
る

大
規
模
な
水
力
発
電
だ
け
で
な
く
、
小
河
川
を
利
用
し
た
小

規
模
な
発
電
も
あ
り
ま
す
。
今
後
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
が
具

体
化
さ
れ
て
い
く
中
で
建
設
業
界
が
貢
献
で
き
る
範
囲
は
広

い
と
思
い
ま
す
。
建
設
業
界
の
叡
智
を
結
集
し
て
、
電
力
の

安
定
確
保
に
向
け
た
調
査
・
研
究
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

　

当
面
は
、
国
の
動
向
を
見
な
が
ら
、
電
力
確
保
に
関
し
て

会
員
が
抱
え
る
課
題
を
共
有
す
る
と
と
も
に
対
応
策
を
検
討

し
、
必
要
に
応
じ
て
国
や
地
方
自
治
体
な
ど
の
関
係
機
関
に

対
し
要
請
や
提
言
活
動
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

部会長

台 和彦
大成建設株式会社
専務執行役員
土木営業本部長

除
染
部
会

部会長

水口宇市
西松建設株式会社
取締役
専務執行役員
土木事業本部長

電
力
部
会

日建連のACTION!

やるべきことを着実に
震災への対応 防災への取り組み

動
興
守

あの日から1年と3ヵ月─。復興への歩みはまだ端緒についたばかりである。
日建連・総合建設業各社はこれからも、より効果の高い技術提案や効率的な設計・施工を行うことで、

社会の要請に着実に応えていく─。


